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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　太陽系に存在する氷天体の内部では、低温高圧下で氷が粘性流動することによって対流運動が引き起こされている。氷およびその高圧相は超塑性流動を起こす可能性が指摘されており、氷マントルの粘性が氷の結晶粒径に強く依存している可能性がある。本研究では、半径約700km以上の氷天体内部に存在するとされる氷高圧相に着目し、その細粒多結晶体の合成、電子顕微鏡を用いた粒径観察法の確立、塑性変形実験、およびダイアモンドアンビルセルを用いた高圧下における粒成長実験に関する研究を行った。

　ガス圧高圧変形試験器を用いて、0-300MPa, 200Kにおいて氷のI-II相転移を繰り返し行うことで、結晶粒径が数ミクロンの氷II相細粒多結晶体の合成し、回収試料を低温下で電子顕微鏡観察することに成功した。そのようにして合成した氷II相を用いて200-300MPa, 200-240K, 歪み速度10-8-10-6 s-1の条件において変形実験を行い、氷II相が超塑性流動を起こすことを発見した。中型から大型氷天体内部の粘性は、これまで考えられていたよりも非常に小さく流動しやすくなることが明らかになった。

　そして氷天体内部での結晶粒径を支配する結晶粒成長カイネティクスを明らかにするため、ダイアモンドアンビルセルを用いた高圧下での結晶粒成長実験を試みた。粒成長実験を行うためには細粒多結晶体を準備することが重要であり上記実験の氷細粒多結晶体の作成方法を取り入れるため、レバー式ダイアモンドアンビルセルに液体窒素伝導冷却用銅リングを取り付け、セル内部にニクロム線ヒーターを配置することにより、温度180-300K、圧力0-2GPaの条件で温度圧力を自在にぞの場でコントロールできるようにした。それにより氷I, II, III, V, VI, VII相の相転移を偏光顕微鏡を用いてその場観察しながら、氷高圧相の細粒多結晶体を合成しその結晶粒成長プロセスを観察することを試みている。

　細粒の氷多結晶体の合成方法を確立し、それをダイアモンドアンビルセルへ適用させることに時間がかかり当初の予定より遅れたが、つくば高エネルギー加速器研究機構において課題申請が受理され、平成１８年度１１月よりにおいて放射光Ｘ線を用いた高圧氷結晶粒成長実験を行う予定である。
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	欧文概要　ＥＺ

 High-pressure phases of water ice are major constituents of the interiors of low-density icy moons with radius >700 km, namely Ganymede and Callisto (Jupiter); Titan, Rhea, and Iapetus (Saturn); Titania and Oberon (Uranus); and Triton (Neptune). The rheology of ice can control the thermal evolution and internal dynamics of icy moons. We focus on grain growth process and grain-size sensitive creep of high-pressure phases of ice in icy planets and satellites.

 We have developed the synthesis method of fine-grained high-pressure ice polycrystals by multiple transformations. Grain size and textures can be observed by low-T SEM. Grain-size sensitive creep of ice II was experimentally found, which is plausibly dominates plastic strain at the low stress conditions in the interior of medium- to large-sized icy moons of the outer solar system.
 We have also developed the synthesis method of fine-grained high-pressure ice and the observation of grain growth processes by using diamond anvil cell (DAC). We can quickly change and maintain P-T conditions of 0-2GPa, 180-300K to synthesize fine-grained ice I, II, III, V, VI, VII and perform grain growth experiments of these ices under optical microscope. Based on these technique, we are now planning to perform in-situ X-ray observations of grain growth kinetics of high-pressure ices at KEK-PF.
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